
番号 公園名 面積 調査開始時点の人数 入ってきた人数 出て行った人数 調査終了時点の人数 最高人数
1 清水小公園 493㎡ 1 3 4 0 3
2 新森南小公園 2352㎡ 1 0 1 0 1
3 清水北公園 649㎡ 1 1 2 0 1
4 赤川南公園 705㎡ 7 9 6 10 10
5 高殿南三公園 893㎡ 0 0 0 0 0
6 高殿南四公園 993㎡ 19 6 9 16 19
7 生江南公園 1019㎡ 6 2 2 6 6
8 太子橋西公園 1032㎡ 1 2 1 2 2
9 森小路公園 1437㎡ 7 0 0 7 7
10 千林公園 1483㎡ 2 8 1 9 9
11 清水南公園 1923㎡ 7 3 4 6 7
12 太子橋南公園 1994㎡ 8 3 5 6 11
13 新森北公園 2197㎡ 12 3 6 9 12
14 高殿７公園 2361㎡ 4 6 5 5 9
15 大宮ふれあい公園 2701㎡ 19 3 6 16 19
16 大宮中公園 3404㎡ 0 7 1 6 6
17 新森中央公園 8809㎡ 48 13 2 59 48
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現在の都市公園は，人々のレクリエーションのための空間，良好な都市景観の形成，都市環境の改善，

都市の防災性の向上，生物多様性の確保など，豊かな地域づくりに役立つ交流の空間など多様な機能を持

つ都市の施設として，人々に利用されている.1980 年代以降，外で遊ぶ子どもの数は減少しており，その

背景にはテレビゲームやパソコン，携帯電話などの普及が挙げられている.子どもたちが室内で遊ぶこと

で，人との関わりが希薄となり，コミュニケーション不足が指摘されている.本研究では，現代の人々の

コミュニケーション空間のひとつである身近な公園について人々が積極的に利用する公園デザインの提案

をめざし，街との繋がりに着目した利用のしやすさについて調査を行った. 
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１.研究の目的と方法 

都市公園の役割のひとつに，市民の活動や憩いの場の

形成がある.現在，都市公園の利用者は減少傾向である

がその理由としては，少子高齢化，公園の整備状況，電

子機器の普及などが考えられる.本研究では，公園の施

設と街との関係性について2つの側面から利用率を調べ，

人々が積極的に利用する公園デザインの提案を目的とす

る. 

 対象地は旭区の街区公園（図-1）とする.研究方法は，

まず利用状況について調査を行った.現地調査は15:30か
ら17:00に行った.利用状況と関係している施設等を調べ

るため，利用率と施設の関係性について重回帰分析行っ

た.公園内は現地調査から要素を摘出し，公園外はGIS

を用いて要因を摘出した.さらにこれらの分析の結果を

もとに，街路からみた公園の画像解析を行い，可視率を

算出した. 

 

 

 

 

 

 

２.利用状況の調査 

 調査では，時間帯を国の調査報告書を元に利用時間が

多い16時前後を対象にした.また，公園面積，時間， 

最高人数などについて調査票を用い目視での調査を描く

公園について2回行った.これらをまとめた結果を（表-

1）に示す. 

３.公園内空間構成要素と利用状況 

利用状況調査の結果より，式（1）（2）用いて利用時

の1人あたり公園面積と利用率を算出した.次に重回帰

分析を行い，利用率を説明する要素を抽出する.結果を

（表-2）に示す.関係が深い要素として東屋，街灯，低

い要素に時計，健康遊具が抽出された.既往研究のアン

ケート結果１）を用いて，考察すると安全性と安心が重

要視されていることがわかる.東屋は保護者が休憩をし

ながら子供たちを見守ることができる.街灯は子供たち

が暗い時間帯に遊んでいても明るく視野が確保できるか

らと考えられる. 

図-1 旭区の公園分類に関する図 
 

表-1 利用率調査の結果 
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図-2 街路からの見え 赤川南公園 
 

図-3 街路からの見え（見通し） 赤川南公園 
 

表-4 可視率 

 

 

 

次に，安全性という観点から公園外の要素を用いて，

重回帰分析を同様に行う.本研究では，公園周辺に位置

する施設の影響を把握するため説明変数を加え，結果を

まとめた（表-3）.この結果から，道の幅（最大），放

送機，コンビネーション遊具，鉄棒が大きな影響を与え

ていることがわかる.既往研究の結果と同様に説明する.

道の幅が大きいと歩車分離ができ，車と歩行者が接触し

にくい点また，見通しが良く，出会いがしらの事故を避

けることが容易であることを説明できる.しかし，高い

値の放送機についてはその解釈が難しいため別の要因を

検討した.結果，放送機がある公園は街路からの公園の

見え方である可能性を抽出した.よって，次に街路から

の可視分析を行う. 

 

４.街路からの可視分析 

  対象公園について街路からの写真を画像ソフトで繋

げ補正した（図-2）.次に，街路から公園を見て，公園

内を遮断している物（街路より2m）を加工した（図-

3）．また，式（3）を用いて可視率を算出した.まず，

放送機がある公園（赤川南公園，高殿南四公園，清水南

公園）の街路からの可視分析を行った.（表-4）.利用率

が高いと可視率は低く，利用率が低いと可視率が高いと

いう結果になった.放送機がない公園においても（大宮

ふれあい公園，高殿南三公園）の結果に示すように利用

率が高いと可視率が低く，利用率が低いと可視率が高い

という結果が得られた.理由としては，街路からの視線

が遮断され安心感が確保されている可能性が高いと考え

られる. 

 

 

 

 

グラフは可視率と利用率の関係を示している.このグラ

フから利用率に対して可視率の適正な値がある可能性が

示唆される. 

 

５.おわりに 

 本研究の結果では，街区公園内では安全性と安心が重

要視され，東屋，街灯と利用率の関係が大きいことが分

かった.また，街区公園の公園外観の可視率が低いと利

用率が高い結果が分かった. 

今後の課題として，可視率の測定方法の検討と公園利用

者の属性などについて関係を見出すことが必要となる. 

 

表-3 公園内外変数と重回帰分析結果 
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表-2 公園内変数と重回帰分析結果 
 

図-4 可視率の見た方向 
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